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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 7,485 3.1 254 3.3 268 3.8 219 30.3

2021年3月期 7,257 △11.9 246 △2.8 258 7.6 168 △11.3

（注）包括利益 2022年3月期　　195百万円 （13.1％） 2021年3月期　　173百万円 （△24.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 198.16 ― 9.0 4.1 3.4

2021年3月期 140.31 ― 6.8 3.8 3.4

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 ―百万円 2021年3月期 ―百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値について
は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 6,584 2,356 35.8 2,460.85

2021年3月期 6,544 2,526 38.6 2,109.82

（参考） 自己資本 2022年3月期 2,356百万円 2021年3月期 2,526百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値について
は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 446 △205 △397 359

2021年3月期 82 △114 13 516

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00 35 21.4 1.5

2022年3月期 ― 0.00 ― 38.00 38.00 36 19.2 1.7

2023年3月期(予想) ― 0.00 ― 60.00 60.00 ―



3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,400 10.9 △30 ― △25 ― △20 ― △20.89

通期 8,000 6.9 314 23.3 324 20.6 210 △4.1 219.31

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　有

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 962,948 株 2021年3月期 1,202,848 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 5,407 株 2021年3月期 5,395 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 1,105,181 株 2021年3月期 1,197,495 株

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 7,439 3.3 247 3.0 265 4.4 206 26.8

2021年3月期 7,199 △12.4 240 △5.4 253 5.0 162 △14.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 186.85 ―

2021年3月期 135.98 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当事業年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値については、
当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 6,540 2,312 35.4 2,414.76

2021年3月期 6,532 2,491 38.1 2,080.69

（参考） 自己資本 2022年3月期 2,312百万円 2021年3月期 2,491百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を当事業年度の期首から適用しており、2022年３月期に係る各数値については、
当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の新たな変異株の出現による感染拡大に対す

る懸念に加えて、ロシアのウクライナ侵攻による経済情勢の変化、さらに半導体不足等の製造部品供給制約及び鋼

材価格の上昇が重なり依然として厳しい状況であり、先行きについて不透明な状況が続くものと予想されます。

　このような経営環境の中で、当社グループ(当社及び連結子会社、以下同じ)は『お客様が求める環境作りのため

に私たち(社員)はお客様の声を起点に農と住の明日を創造する会社を目指します』を事業骨子とし、引き続き販売

力の強化や新製品の開発に取り組んでまいりました。

　当社グループが主力としております熱機器事業は、コロナ禍による営業活動制限があったものの、持続的な販売

活動の積み重ね等により、施設工事及び機器工事受注が伸び前年同期に比べ売上高が増加いたしました。

　その結果、総売上高は74億８千５百万円(前年同期比3.1%増)となりました。

　損益面においては、鋼材価格等の上昇影響や優先度の高い研究開発に人員を注力したことにより支出増となりま

したが売上高の増加により、営業利益は２億５千４百万円(前年同期比3.3%増)、経常利益は２億６千８百万円(前

年同期比3.8%増)、親会社株主に帰属する当期純利益は投資有価証券の売却による特別利益を計上したことにより

２億１千９百万円(前年同期比30.3%増)と、前年同期を上回る結果となりました。

　当連結会計年度のセグメント別の業績は、以下のとおりとなります。

[熱機器事業]

　当社グループが主力としております熱機器事業は、コロナ禍による営業活動制限があったものの、持続的な販売

活動の積み重ね等により、施設工事及び機器工事受注が伸び、熱機器事業の売上高は69億７千３百万円(前年同期

比3.6%増)となりました。

[衛生機器事業]

　衛生機器事業においては、富士山を始めとする公衆トイレ等の定期保守点検サービスの増強等があるものの、簡

易水洗便器市場の縮小により、売上高は４億６千万円(前年同期比7.0%減)となりました。

[その他事業]

　その他事業においては、農産物販売の増加等により売上高は５千１百万円(前年同期比49.1%増)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　[資産]

　当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が１億５千６百万円減少しまし

たが、売上債権が１億６千万円、棚卸資産が４千５百万円増加したこと等により、４千９百万円の増加となりまし

た。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ、有形固定資産が４千３百万円増加しましたが、投資その他の資産が５千

６百万円減少したこと等により、８百万円の減少となりました。

　[負債]

　当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ、短期借入金が５千万円減少しましたが、仕入

債務が２億７千１百万円増加したこと等により、１億９千５百万円の増加となりました。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ、退職給付に係る負債が３千１百万円減少しましたが、長期借入金が４千

３百万円増加したこと等により１千４百万円の増加となりました。

　[純資産]

　当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べ、親会社株主に帰属する当期純利益を２億１千９

百万円計上しましたが、自己株式の消却により資本剰余金が３億２千９百万円減少したこと等により、１億７千万

円の減少となりました。

　以上の結果、前連結会計年度末に比べ、総資産は４千万円増加し、65億８千４百万円となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、４億４千６百万円のプラス（前連結会計年度は８千２百万円のプラス）

となりました。

　その主な要因は税金等調整前当期純利益２億９千７百万円、売上債権の増加１億６千万円、仕入債務の増加２億

７千１百万円、法人税等の支払額７千万円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、２億５百万円のマイナス（前連結会計年度は１億１千４百万円のマイナ

ス）となりました。

　その主な要因は、有形固定資産の取得による支出２億２千万円、無形固定資産の取得による支出４千４百万円、

投資有価証券の売却による収入４千１百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、３億９千７百万円のマイナス（前連結会計年度は１千３百万円のプラ

ス）となりました。

　その主な要因は、自己株式の取得による支出３億２千９百万円であります。

　この結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末における残高は、３億５千９百万円となりました。

（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、半導体不足等による製造部品

供給制約、さらにロシア・ウクライナ情勢による資源高、急激な為替の変動など不確定要素が多く、先行きは不透

明な状況にあります。

　このような状況の中で、お客様を第一に考えた新製品の開発や国内及び近隣諸国を含めた販売戦略の拡大や収益

の向上に取り組む所存であります。

　翌連結会計年度の業績見通しとしては、引き続き鋼材価格等の上昇影響等を織り込み、売上高80億円、営業利益

３億１千４百万円、経常利益３億２千４百万円、親会社株主に帰属する当期純利益２億１千万円を見込んでおりま

す。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、予測不能な経済環境においても、将来の事業展開に向けて内部留保充実による企業体質の強化を図りつ

つ、安定的な配当水準も維持していくことを基本方針としています。

　また、当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

　以上の基本方針に基づき、当期の配当金につきましては、配当金38円（前期実績より8円増配）としておりま

す。

　次期につきましては、当期よりさらに22円増額の１株当たり60円の配当を予定しております。

　なお、当社の剰余金の配当決定機関は、中間配当については取締役会、期末配当については株主総会でありま

す。

　中間配当につきましては「取締役会の決議により、毎年９月30日を基準として中間配当を行うことができる」旨

を定款で定めております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成する方針であり

ます。

　なお、今後については、国内企業の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、同基準の適用について検討を進めていく方

針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 589,055 432,322

受取手形及び売掛金 2,714,417 2,874,964

商品及び製品 314,330 281,994

仕掛品 136,413 131,675

原材料及び貯蔵品 759,710 842,346

その他 59,627 59,501

貸倒引当金 △287 △333

流動資産合計 4,573,267 4,622,470

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 675,665 729,300

機械装置及び運搬具（純額） 106,653 121,301

土地 224,401 224,401

リース資産（純額） 22,692 1,790

建設仮勘定 29,751 24,320

その他（純額） 91,401 93,306

有形固定資産合計 1,150,566 1,194,420

無形固定資産 108,506 112,923

投資その他の資産

投資有価証券 102,693 67,734

繰延税金資産 389,527 373,241

退職給付に係る資産 69,665 78,047

その他 159,082 135,962

貸倒引当金 △9,122 △26

投資その他の資産合計 711,846 654,959

固定資産合計 1,970,918 1,962,302

資産合計 6,544,185 6,584,773

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 893,137 1,164,757

短期借入金 700,000 650,000

１年内返済予定の長期借入金 409,668 406,381

リース債務 22,118 1,146

未払法人税等 - 44,251

賞与引当金 102,306 98,183

製品保証引当金 12,046 11,842

その他 272,326 230,847

流動負債合計 2,411,602 2,607,409

固定負債

長期借入金 617,279 660,882

リース債務 1,822 675

役員退職慰労引当金 39,320 43,350

退職給付に係る負債 922,356 890,699

資産除去債務 14,080 14,080

その他 11,311 11,311

固定負債合計 1,606,170 1,620,998

負債合計 4,017,772 4,228,408

純資産の部

株主資本

資本金 601,424 601,424

資本剰余金 480,463 150,601

利益剰余金 1,394,058 1,577,140

自己株式 △8,965 △8,980

株主資本合計 2,466,980 2,320,184

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,865 2,863

為替換算調整勘定 △7,353 △11,807

退職給付に係る調整累計額 43,921 45,124

その他の包括利益累計額合計 59,433 36,180

純資産合計 2,526,413 2,356,365

負債純資産合計 6,544,185 6,584,773
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 7,257,550 7,485,168

売上原価 4,574,926 4,764,421

売上総利益 2,682,624 2,720,747

販売費及び一般管理費 2,436,212 2,466,123

営業利益 246,411 254,623

営業外収益

受取利息 940 926

受取配当金 2,909 2,654

受取地代家賃 8,400 8,400

貸倒引当金戻入額 - 9,309

補助金収入 2,218 6,297

為替差益 4,480 -

その他 12,179 5,546

営業外収益合計 31,127 33,134

営業外費用

支払利息 17,062 15,707

為替差損 - 1,823

その他 1,478 1,501

営業外費用合計 18,541 19,032

経常利益 258,998 268,724

特別利益

固定資産売却益 561 -

投資有価証券売却益 - 33,065

特別利益合計 561 33,065

特別損失

固定資産除却損 4,405 4,603

特別損失合計 4,405 4,603

税金等調整前当期純利益 255,154 297,187

法人税、住民税及び事業税 48,378 53,113

法人税等調整額 38,758 25,068

法人税等合計 87,137 78,182

当期純利益 168,016 219,005

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 168,016 219,005

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 168,016 219,005

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,958 △20,001

為替換算調整勘定 △10,492 △4,454

退職給付に係る調整額 5,575 1,202

その他の包括利益合計 5,041 △23,252

包括利益 173,058 195,752

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 173,058 195,752

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 601,424 480,463 1,261,966 △8,893 2,334,961

当期変動額

剰余金の配当 △35,925 △35,925

親会社株主に帰属する当期純利
益

168,016 168,016

自己株式の取得 △72 △72

自己株式の消却

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － － 132,091 △72 132,019

当期末残高 601,424 480,463 1,394,058 △8,965 2,466,980

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 12,906 3,139 38,345 54,391 － 2,389,352

当期変動額

剰余金の配当 △35,925

親会社株主に帰属する当期純利
益

168,016

自己株式の取得 △72

自己株式の消却

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

9,958 △10,492 5,575 5,041 5,041

当期変動額合計 9,958 △10,492 5,575 5,041 － 137,060

当期末残高 22,865 △7,353 43,921 59,433 － 2,526,413

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 601,424 480,463 1,394,058 △8,965 2,466,980

当期変動額

剰余金の配当 △35,923 △35,923

親会社株主に帰属する当期純利
益

219,005 219,005

自己株式の取得 △329,877 △329,877

自己株式の消却 △329,862 329,862 －

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 － △329,862 183,081 △14 △146,795

当期末残高 601,424 150,601 1,577,140 △8,980 2,320,184

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 22,865 △7,353 43,921 59,433 － 2,526,413

当期変動額

剰余金の配当 △35,923

親会社株主に帰属する当期純利
益

219,005

自己株式の取得 △329,877

自己株式の消却 －

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

△20,001 △4,454 1,202 △23,252 △23,252

当期変動額合計 △20,001 △4,454 1,202 △23,252 － △170,048

当期末残高 2,863 △11,807 45,124 36,180 － 2,356,365

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2020年４月１日

　至　2021年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 255,154 297,187

減価償却費 181,543 176,341

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,758 △31,665

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △5,826 △6,634

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △55,970 4,030

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,486 △4,122

貸倒引当金の増減額（△は減少） 922 △9,049

受取利息及び受取配当金 △3,849 △3,580

受取地代家賃 △8,400 △8,400

支払利息 17,062 15,707

固定資産売却益 △561 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △33,065

固定資産除却損 4,405 4,603

売上債権の増減額（△は増加） 218,241 △160,504

棚卸資産の増減額（△は増加） 95,877 △45,607

仕入債務の増減額（△は減少） △240,843 271,655

その他 △155,340 62,781

小計 279,687 529,675

利息及び配当金の受取額 3,855 3,580

利息の支払額 △17,081 △16,068

法人税等の支払額 △184,088 △70,728

営業活動によるキャッシュ・フロー 82,372 446,459

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △63,978 △220,232

有形固定資産の売却による収入 2,076 －

無形固定資産の取得による支出 △62,427 △44,817

投資有価証券の取得による支出 － △2,571

投資有価証券の売却による収入 － 41,280

保険積立金の解約による収入 16,185 －

保険積立金の保険契約に基づく支出 △1,283 △1,283

資産除去債務の履行による支出 － △2,750

その他 △5,173 24,849

投資活動によるキャッシュ・フロー △114,601 △205,524

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 800,000 600,000

短期借入金の返済による支出 △550,000 △650,000

長期借入れによる収入 350,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △476,871 △459,684

社債の償還による支出 △50,000 －

自己株式の取得による支出 △72 △329,877

配当金の支払額 △35,710 △35,923

リース債務の返済による支出 △23,951 △22,118

その他 △392 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 13,002 △397,602

現金及び現金同等物に係る換算差額 △697 △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,924 △156,733

現金及び現金同等物の期首残高 535,979 516,055

現金及び現金同等物の期末残高 516,055 359,322

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当

連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　従来は請負工事契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事には工事進行基準を、それ以外の工事

には工事完成基準を適用しておりました。これを当連結会計年度より、一定の期間にわたり充足される履行義務は、期間

がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識し、

一時点で充足される履行義務は、工事完了時に収益を認識することとしております。なお、履行義務の充足に係る進捗率

の見積りの方法は、履行義務の結果を合理的に測定できる場合、見積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）で

算出しております。

　また、商品又は製品の国内の販売においては、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱

いを適用し、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時

に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当

連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金

に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 

2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来に

わたって適用することといたしました。これによる影響はありません。

(会計上の見積りの変更)

　当社は、賃貸契約に基づき使用するオフィスについては、退去時における原状回復に係る債務を有しておりますが、当

該債務に関する賃借資産の使用期限が明確ではなく、移転等も予定されていなかったことから、資産除去債務を合理的に

見積ることができず、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりませんでした。

　当連結会計年度において、多様な働き方への対応及び経費削減を目的としオフィス環境を見直した結果、貸借している

本社オフィスの一部を解約することを決定いたしました。これに伴い、退去等の新たな情報を入手し、退去時に必要とさ

れる原状回復費用、賃貸契約の期限及び原状回復義務の履行時期に関して見積りの変更を行いました。

　この変更により、当連結会計年度の販売費及び一般管理費が2,750千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前

当期純利益がそれぞれ2,750千円減少しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、厚木事業所に製品・サービス別の事業本部を置き、事業本部は、取り扱う製品・サービスについ

て包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「熱機

器」、「衛生機器」の２つを報告セグメントとしております。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　「熱機器」は、施設園芸用温風暖房機及び施設園芸用ヒートポンプ、ビル・工場用温風暖房機等、「衛生機器」

は、泡洗式簡易水洗便器及び水洗式簡易水洗便器等を生産しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠した

方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
熱機器 衛生機器 計

売上高

外部顧客への売上高 6,727,939 494,982 7,222,922 34,628 7,257,550

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 6,727,939 494,982 7,222,922 34,628 7,257,550

セグメント利益又は損失

（△）
1,176,744 97,288 1,274,032 △16,874 1,257,157

セグメント資産 3,697,931 362,332 4,060,264 4,924 4,065,188

その他の項目

減価償却費 128,570 9,733 138,303 536 138,840

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
55,433 － 55,433 － 55,433

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2020年４月１日　至2021年３月31日）

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農産物販売及び搬送機器サービス

等が含まれております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
熱機器 衛生機器 計

売上高

外部顧客への売上高 6,973,275 460,250 7,433,526 51,642 7,485,168

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 6,973,275 460,250 7,433,526 51,642 7,485,168

セグメント利益又は損失

（△）
1,214,536 107,847 1,322,383 △8,423 1,313,960

セグメント資産 3,985,130 307,774 4,292,904 5,894 4,298,799

その他の項目

減価償却費 125,658 8,481 134,140 691 134,831

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
57,068 － 57,068 － 57,068

当連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、農産物販売及び搬送機器サービス

等が含まれております。

- 13 -

ネポン株式会社(7985) 2022年３月期決算短信



（単位：千円）

売上 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 7,222,922 7,433,526

「その他」の区分の売上高 34,628 51,642

セグメント間取引消去 － －

連結財務諸表の売上高 7,257,550 7,485,168

（単位：千円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 1,274,032 1,322,383

「その他」の区分の損失（△） △16,874 △8,423

セグメント間取引消去 － －

全社費用（注） △1,010,745 △1,059,337

連結財務諸表の営業利益 246,411 254,623

（単位：千円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 4,060,264 4,292,904

「その他」の区分の資産 4,924 5,894

セグメント間取引消去 － －

全社資産（注） 2,478,996 2,285,974

連結財務諸表の資産 6,544,185 6,584,773

（単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 138,303 134,140 536 691 42,702 41,510 181,543 176,341

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額
55,433 57,068 － － 137,954 172,148 193,388 229,216

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

（注）　全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有

価証券）、管理部門に係る資産及び各セグメントに配分できない資産であります。

（注）　調整額は、主に管理部門に係る資産及び各セグメントに配分できない資産に係るものであります。

- 14 -

ネポン株式会社(7985) 2022年３月期決算短信



（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

佐藤商事㈱ 1,263,089
熱機器事業、衛生機器事業及びその他

事業

（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

佐藤商事㈱ 1,269,577
熱機器事業、衛生機器事業及びその他

事業

【関連情報】

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 2,109円82銭 2,460円85銭

１株当たり当期純利益 140円31銭 198円16銭

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 168,016 219,005

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（千円）
168,016 219,005

普通株式の期中平均株式数（株） 1,197,495 1,105,181

（１株当たり情報）

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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